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(3) プロピレンオキサイド処理による細菌胞子 DNA漏洩， DNA修復酵素欠損株の薬剤感受性の相違，
DNAの GC含有率と感受性の相関性などより殺菌作用機構を明かにした。
(4) 温度，温度，ガス吸着量の 3 つの作用因子を基にしたガス殺菌条件の選択指針を提示した。
以上のように本論文は，ガス殺菌に関する基礎的諸問題を解明するとともに実用上有用な新知見も
示しており，殺菌工学上貢献するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと
認める。
? ?戸。
